
最先端での分析技術の大容量データを支える
NASとして「テラステーション」を採用。バックアップ
に加え、大容量記憶メディアとしても活用
ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ 様    
ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ株式会社（以下、
HMT）では、研究支援事業の解析業務で発生するデータ容量
が年々増え続け、年間に数TBのデータが発生しています。
再利用可能な形で安全にデータを蓄積することを課題と
していたHMTでは、2008年頃から従来のファイルサーバー
からNAS製品に切り替え、バッファローの「テラステーション」
シリーズを採用。さらに2016年6月には、ハードウェアRAID
搭載Windows Storage Server搭載モデル「テラステーション 
WSS HR」（24TBモデル）を2台導入しています。

ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ株式会社 
取締役 メタボローム解析事業部長 永嶋 淳 氏（左）、
メタボローム解析事業部 主任 白幡 和也 氏（右）

依頼の増加で増えていく
膨大なデータの蓄積が課題
　HMTでは、最先端で革新的なCE-MS（キャピラ
リー電気泳動-質量分析法）によるメタボロームの
受託解析を行い、製薬・医療・食品・化学などのさ
まざまな分野で大学や企業の研究室の研究を支
援しています。
　HMTがメタボローム解析で使っている質量分
析計では、1件あたり20～30の検体を解析するた
め、約4GB～9GBのデータ保存が必要となりま
す。年間400～500件ほどの依頼を請けているた
め、1年で最大5TB程度のデータ容量が必要にな
ってきたと永嶋氏は言います。
　また、解析データは、依頼企業との契約で一定
期間保存しておく必要があり、短くても1年、長い
場合は10年間保存します。

　また、社内研究のためにも、これまで解析してき
たデータは保管するのではなく、いつでも読み出せ
る状態にしておきたいとHMTでは考えていまし
た。「過去のデータは、参考にする必要があるので、
いつでも使える状態にしておくことは、我々の事業
の中で非常に重要なこととなるため、ファイルを運
用しやすく保存しつつバックアップとしてデータを
保管できる仕組みが必要でした」（永嶋氏）。

2008年から「テラステーション」を採用
　ファイルサーバーでデータを管理していたHMT
では、高額なメンテナンスコストや保守費用に課
題があり、NASの利用を決断します。
　NAS製品を検討し始めたHMTでは、調達性の
よさ、実績、ユーザビリティーの高さを考慮して
バッファローのNAS製品の「テラステーション」

シリーズを2008年に採用し、以降は、導入し続
けています。
　永嶋氏は、採用理由を次のように話します。「取
り扱いベンダーが多く、入手性が高い。いざとなっ
たらバッファローのネット直販サイトでもすぐに調
達できる点が優位でしたね。大容量で高パフォー
マンスなNAS製品であり、他社と比べてコストパフ
ォーマンスが高いと考えました。また、ファイルサ
ーバーに比べて、大容量・低価格でRAIDを組め
て、保存データの冗長性を高められることも選択
理由の1つでした」。

同じ機種にローカルネットワークで
バックアップを取る
　HMTでは、メインサーバーとバックアップサー
バーとして同じ型番の「テラステーション」を2台
用意し、1台をデータ保存・共有サーバーに、もう1
台をレプリケーション先に設定することでデータ
を二重化して保存。古いデータにもいつでもアク
セスできるような体制を整えながらも保管データ
の冗長性を高めています。これまでに年2台ずつ、
プロジェクトによっては複数台の「テラステーショ
ン」を導入しており、2016年6月には、ハードウェア
RAIDを搭載したWindows Storage Server搭載
モデル「テラステーション WSS HR」を2台導入。
現在までに計27台の「テラステーション」を導入し
ており、うち5台は運用を休止し現在は22台の「テ
ラステーション」を運用しています。
　「テラステーション」シリーズを継続的に採用す
る理由について、永嶋氏は「搭載HDD容量も多く
なり、新機能でパフォーマンスやセキュリティー
が向上し続けているという信頼感があります。導
入から現在まで安定して運用できており、コスト
パフォーマンスがよい製品なので、他の選択肢は
考えていません。2017年度も2～4台の『テラス
テーション』を導入したいと考えています」と話し
てくれた。

ピックアップ導入事例

OS領域のSSDとRAID 6への対応
今回2台導入した「テラステーションWSS HR」に
ついて、永嶋氏は次のように評価します。「OS領域
用にSSDを搭載しているため、HDD領域をデータ
保存のみに無駄なく利用できることのほか、全体
的にパフォーマンスが上がっていることを感じてい
ます。新たな機種になれば、性能や容量が上がっ
てくるのはうれしいですね」。
白幡氏は「ハードウェアRAID搭載でWindows
Storage Server搭載モデルでありながらRAID 
6を使えることで、安心感が高まりましたね」と話し
ます。RAID 6はパリティを2重に生成して異なる
ディスクに格納することでRAID 5と比べて耐障害
性を高めており、2台のHDDに障害が発生した場
合でも稼動し続けることができます。また、ハード
ウェアRAIDを搭載した「テラステーション WSS 
HR」は、HDD交換時のリビルド処理が高速で復旧
までの時間を最小限に抑えられます。

＜中見出し＞
デリバリー保守サービスが便利
白幡氏は、保守サービスをオンサイトとデリバリ
ーの2つから選べることも高く評価しています。「バ
ッファローの法人向け製品では、『デリバリー保守
サービス』を選べるのがいいですね。サービスマン
が訪問する『オンサイト保守サービス』も便利です
が、来てもらう時間を調整するなどのわずらわしさ
があり、予定が合わない場合は復旧までのダウン
タイムが生まれる可能性があります。長年『テラス
テーション』を使っていてHDD交換などは慣れて
しまっているので、『デリバリー保守サービス』で
HDDを送ってもらえば、すぐに交換することができ
ます。また、バッファローの『デリバリー保守サービ
ス』の場合、故障したHDDの発送は不要で交換用
HDDの提供が受けられるため、機密保持の観点か
らデータを社外へ出すことに制約がある当社のよ

うな企業でも安心して保守を受けられる点も助か
っています。HDDだけではなく、万一本体が故障し
たとしても、すぐに代替機を送ってもらえるとのこ
となので、安心して運用できますね」。

＜中見出し＞
事業を拡大し、うつ病の診断薬をできるだけ早く
実現したい
　HMTでは、セキュリティー面の強化も今後の課
題としています。「セキュリティーの脅威が大きくな
ってきており、ランサムウェアなどのインシデントも
発生しているため、UTMやインベントリ管理の導
入を進めています。また、ノートPCなど持ち出し可
能なPCを利用している社員が多いため、情報漏え
い対策としてNASやクラウドのみにデータを保存
するオフィスアプリケーションの活用でローカルド
ライブ内にデータを残さないようにする仕組みづ
くりも検討しています」。
　今後のビジネスの展望として、「研究支援事業
は、今後も年率10％の成長を目指して事業を拡大
していきたいと考えています。バイオマーカー事業
についても、なるべく早くうつ病の診断薬を実用化
させて行きたいですね」と話す永嶋氏。HMTでは、
今後もメタボローム解析を中心に科学や研究を支
援し、高品質な最先端技術開発を提供していく。
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